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岐阜縣恵那郡岩村町附近の第二系

（昭和18年8月16日受領）

伊　田　　一　善

　　　　　　岐　　　　　　　　　　　　糟　　　目I
　　　　　　阜　　　　　　　　夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　＃　　　　美濃東部地方には戸狩層・・月吉盾・

　　　　　　　　　　　　望
　　　　　　　　　　　　｝口　　　　　　　　平牧盾の名で化石を豊富に出す第三系
　　　　　　　　　　　　是
　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩　　　が存在する事は古くより周知の事であ
　　　　　名　　　　　　　有
　　　　　古　　　　　　　　　　　　　　　るが未だ之に就て充分な地質調査は行
　　　　　屋
　　　　　　　　　　　　　　　　明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はれてゐない。筆者は其の分布唾域の
　　　　　　　　　　　　　　　　治者

　　　　・紬為　　　　　南東部に孤立して在る岩村町附近の第

　　　　　　　幸　　　・系を咋年・1か1本年・月に五って

　　　　　　　　睾駄　　　調査しかつ其と他地の第三系との封

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　比を試みた。

　　　　　　　第　一　圏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　基盤の構遣

　順序として先っ基盤に就て述べる。

　本地域の北部には保古山・花無山・夕立山・屏風山の北東より南西に蓮一る700乃至10

00米の山列があり，中央本線鐵道沿線地域と當岩村盆地と第三紀暦露出地域を両断して

みる。盆地の中央には假にL武並山塊■と名づける武並山を中心とする黒雲母花蘭岩よ

り成る山塊が饗える。此の黒雲母花開岩は風化の程度が甚しい特徴がある。北側の夕立

山山列は本地域の北側では石英斑岩から出來でみるが，本郷村上切（カミキリ）と根ノ上

との境附近で此の石英斑岩が幅1米程の脈状になって武並山塊の黒雲母花園岩中に迷入

してみる。南側の三森山の線に於ても北東一南西の一般方向を有する黒雲母花開岩が

あり・800乃至1000米の山々を構成してみる。此の花開岩は時に角閃石を多く含み更に

南に行くにつれて片扶花開岩に移り変る。又庇の地馴〔は所々に秩父系と者へられる変

質した古期岩帥ちホルンフェルス・珪岩等が山頂部に残存してみる。以上に述べた火成

岩の迷入地勢，古生盾及び第3紀居の榴曲軸は何れも北東一南西の一般方向を持って

ゐる。此の石英斑岩・黒雲母花開岩の基盤岩石は地表より見て東の岩村町・阿木村間に
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深く，明知線の鐵道に滑ひ岩村町の南西に長く溝状に尾を曳き全鎧として杓子状を見せ

てゐる。武並山塊の北東及ぴ北酉方では岩村の凹地より一段と淺い基盤の上に第3系が

堆積してみる。要するに岩村地域の第3系は淺く凹凸の多い所に堆積したものである。

第5系のr序

　さて本地域の第3紀屠を綜合的に見ると岩質は凝荻質の砂岩・泥岩が主であり，時に

多量の浮石を含む地居が散見される。凝皮質岩は束濃地方で一般にLさぱ■の名を以て

呼び，色彩に依りL青さば■L白さば■Lか友さば■底ど土云ふ。

　最上部，中部，下部には粗悪なる褐炭層一を持ち下部には殊に多い。中部以上には植物

化石を産し爽表層似外の居は至る所に貝化石を包含してみる。但し保存は数箇所の化石

産地を除いては概して悪く同定は困難である。

　一般に地居は北東或は東北東の走向を持ち南に1q度以下の緩傾斜を示す。凹地の南織

では波状に小さ次禰曲を見せ網状の小断層を件ひ，英の榴曲軸は東北東である。凹地の

中部北東部では南北性の正断居があり，中央部の南北に近い方向の丘陵は其の外形に從

った階段状小断居から出來でみる。

岩村地域の居序を表示すれば次の通りである。

策
1

表

束灰陶土暦
枚貝化石暦

石ケ洞植物化石暦

久保原貝化石暦

阿　　木　　暦

O～20米
最厚200米

O～60米
約　250米

最厚330米

　以下下部より順を一道って説明する。

　1．阿　　木　　層

　第3紀盾の最下蔀は阿木村一帯に露出してゐるので之を阿木屑Iと名づける。周一厚は最

も厚い部分で約330米である。

　阿本居は阿木村の窪地に堆積したもので普通北東一南西の走向を持ち南に15度内外

の傾斜で，西側はS字状に屈曲した花無山，夕立山の山列に接し，東側は虞く扇状地堆

積物の砂礫盾に覆はれて露出してゐない。下底は花無山の石英斑岩の，ヒに不整合に堆積

したもので基底部の露出すると思はれる地鮎は一般に崖錐多く基底礫岩の護見は困難で

あるが，北端の青野に於て亘大なる石英斑岩の岩塊を持つ事が観察出來た。礫は犬小不

揃ひではあるが丸味を擦び石英質砂を以て膠結してみる。此の礫岩の上に砂質の泥岩が
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來て僅か2米の厚さの阿本居を経て共の上に段丘堆積物である砂礫后が來る。

　阿木后の主部は暗色を帯びた友白色或は青衣色泥質砂岩盾，友色の粗粒或は中粒の砂

岩の累居である。風化した部分では淡黄色と渡り鐵鋳質で赤く彩られる。前者は厚さ1

米乃至2米で後者は30糎内外であり，之等の間に稀に花間質砂岩・石文岩を挟む。又上

部に近く白色の凝友岩を見る。

　阿木盾は更に之を次の4帯に細分し得る。

阿木

　次に之等を説明する。

　〔下部爽衆裕〕

　問題としてみる地域の最北部に分布し，亜炭居を場所に依り2居乃至4后挾み稀に珪

化木を産し，又多数の植物破片を出す。且つ部分的に至極不完全な貝類の化石を見出し

た。炎居は厚さ40糎内外の低品位の所謂亜炭であるが目下盛に探掘してみる。本地域の

亜炭の産出量の大牟は此の帯より出るものである。岩石は主として青女色或は暗紫調色

の泥岩，砂質泥岩，砂岩である。

　〔Katelysiamkamurai裕〕

　鐵道阿木瞬附近に東西に横はリ多数の貝化石を出す。阿木瞬の北200米附近では最下

部の花開質砂岩盾の上に凝結の程度の低い中粒の砂居が在り，之から小型の斧足類・腹

足類が多産する。

　　　　Katelysia（Nipponomarcia〕nakamurai　Ikebe

　　　　Nassariusたstiva　agiensis　subsp．nov（MS．〕

　　　　Planaxis　sp・

　　　　CanceHaria　sp、

　之よりも上に砂質泥岩の累厨を経て石灰岩のレンズが位置する，帥ち。八星砥（ハチ

ヤ1・）石茨岩■である。阿木盾が夕立山の岩髄に接する縁蓬部に出來た小規模な淺海成

合貝石文岩である。又鐘乳洞が在る。此の鐘乳洞に就ては嘗て杉山精一氏5〕が紹介して

屠られるので精しくは述べない。同氏は化石の事は報告して屠られぬが，此の鐘乳洞の

位置はレンズの殆んど下底に近い所で之より上位に非常に堅硬にして無数の貝化石を含

む部分が有る。此の化石は個彊数が多いにも拘らす石次号の生成した地が硬質の岩膿に
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近い凹地である爲水流に依って多くは破片となり同定が非常に難しい。絢此の様な石文

岩の存在は美濃第3紀盾には他に共の例を見ない。

　　　　二Ba1．batia　sp．

　　　　N帥ic・lasμ

　　　　PateHoid乱sp，

　　　　Ceuana　sp．

　　　　G－ycimel，s　sp，

　　　　Lima　sp．

　　　　Volsella　sp．

　　　　Pecten　sen’atus　Sowerby　crr．

　　　　Pecten　sp・

　此の八星砥石文岩より少しく上位に在る圭に

　　　　Natica　janthostoma　Deshayes

を産する凝皮質泥岩居が有る，之にはN飢i㎝の他に次の様な化石を産する。

　　　　TrΨezium　modiolaefomle　Oyama

　　　　Cyclina剣nensis　Gme1in

　　　　Telli皿a　sp。

　　　　＝Batiuaria　sp．

　　　　Ce証h｛dea　sp．

　　　　Siphonalia　cassida㎜eformis　Rve．

　　　　Katelysia　nakamurai　Ikebe

　〔上部來表格〕

　此の暦の下部は凝皮質砂岩・泥質砂岩等で，英の上に炭層がある。此の來衆帯は酉に

薄く東に厚いもので，下部來炭帯と同様奇色泥岩中に亜炭を爽む。東部の阿木村字藤上

（フヂアゲ）では採炭してみる。

　〔Smguinolaria　minoensis帯〕

　阿木厨の最上部を構成し淡青色の砂質泥岩よりなる。本郷村字分根（ブンネ）の化石産

地では……（産地番號170）

　　　　S・・g・i・・1・由（Sol・t・lli・・〕mi・・…i・（Y・koy・ma〕

　　　　Cア。”na　s三振ensis　Gme］jD
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　　　　Trapezium　sp．

　　　　B乱tmaria　minoensis　Makiyama（MS）

等特徴ある化石を含んで居るが不幸にして貝殻は何れも印象のみである。又稀に植物化

石を合み

　　　　C趾pinus　laxiflora　B1ume

　　　　Castanea　crenata　SieboId＆Zuccarini　　　　　　　　　　　　　　　　．一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祇
を同定し得た。樹幹・樹葉の破片等炭質物

も散在する。月吉居に於ては上記の貝化石

と共にVicarya，VicaryelIaが共存するが，

こ」には護見し得なかった。

　以上を要するに阿本居は海侵期初期の淺

海成堆積后で相當の淡水が混入してみる。

俺阿木居中部以上は更に貝化石に依る精細

な分襟が可能である事は案もないので今後

の研究に依り明かにされる事が望ましい。

　2．久保原貝化石層

　阿木盾の上に整合する地居は西北部の久

保原附近に標式的に襲達してゐるので，此

の居を久保原貝化石盾と命名する。久保原

盾は阿木后堆積時代に引き繕いた海長期の

堆積物で岩相は三相有る。帥ち，一は富田

相，一は中西相，他は西ケ洞相である。

　中西相は武並山山頂を通り南北に引いた

線よび西側に在り富田相は之より東側に虞

く分布する。共に淺海成居であり，第3の

西ケ洞相は遠山村西ケ洞のそれも一部に限

られた地域に狭く存在し河口乃至三角洲成

層一である。前二者の岩質は非常に近似し共

に凝皮質の砂岩，頁岩を主とし富田相では

比較的砂質の部分に富み中西相は比較的泥

単
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質で石皮質の部分も少くない。之に反して西ケ洞相の岩石は粗粒葉質砂岩，石英質角礫

岩，礫質砂岩である。化石は中西相に最も豊富で且つ貝も犬型であり嘗て横山博士の研

究酬が蟄表されて以來化石産地として知られた城山は之に属する。富田相は中西相に比

べると遥かに化石の数は劣り，又化石の保存も不良で多くは印象のみである。

　武並山塊の北麓の上切・根ノ上間に於て南より延びた武並山の黒雲母花開岩と北より

延びた石英斑岩とが相接し久保原居堆積凹地を東西に両断して居る。此の障壁に依り東

側印ち富田相側では同じ内海でも少しく虞く開放された場所で，西側は中西を中心とす

る窪地を形成し波浪は之を犯さす流入する河水に依り食餌が豊富で貝類の棲息に適した

海底挟況をしてみた事と思ふ。此の中西の窪地に流入してみた河川の河口が西ケ洞に開

いて居り，此の河は西ケ洞相の粗粒砂岩に残された憤后から北西方より花蝿質の砂を荷

って流入したものであると思ふ。此の中の化石は

　　　　T㎜pezium　modiolaerome　Oyama

であり牟猷孚淡を裏書してみる。

　富田相の久保原層化石は極く小型の保存不完全なものが多いが，阿木村土田の崖から

次の化石を得た。

　　　　Yoldia醐gittaria　Yokoyama

　　　　Leda　inermis　Yokoyama

　　　　Surcula　cla1旭　MaI・tens

　　　　TeHi掘a　sp、

　又植物化石も少々散見する。此の地盾になると下の阿木盾と比べて岩質は同様である

が，色彩が次第に淡色になり帯紫褐色・青茨白色・淡黄色であ孔

　中西相の化石は古くより多数報告あり英の代表的産地の本郷村城山にハンマPを振っ

た人も多い。

　　　　Cylichna　a陥bilis　Yokoyama

　　　　Acmaea鴉mi三fomis　Yokoyama

　　　　C正enella　brmicata　Yokoyama

　　　　Ce㎡thid脇（Cerithi（ieopsiua〕si閉kii　Makiyama

　　　　Tumitella　matsumotoi　Makiyama（MS）

　　　　Natica（Cryptonatica）janthostoma　peshayes

　　　　Leda　confusa　Han1ey
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　　　　Diplodonta（Felaniella〕usta（Gould）

　　　　Dosinia（Phacosoma）japonica　Lischke

　　　　Dosinia　Liidersii　Rδmer

　　　　コM［acrocaHista（Paradione〕paci丘。a（Diuwyn）

　　　　So1en　gTandis　Dunker

　　　　Cu－teHus　izumoensis　Yokoam乱

　　　　Arca　kobeltiana　PiIsby

　　　　Lima　goliath　Sowerby

　　　　Venericardia　tokmagai　Yokoyama

　　　　Venus　sp．

　　　　Chlamys　irregularis　Sowerby　c「r．

　　　　B・曲ti・r・…（S・1と・d・・〕

　　　　Acila　insig11is　Gould

等を見たが之等の内7種は饒に横山博士が同一産地より報告したものである。

　又庇の北方の下小田に於ては之より僅かに上位の層より

　　　　Culteuus　izumoensis　Yokoyam乱

　　　　Pecten　kimurai　Yokoyama

　　　　Chlamys　imegularis　Sowerby　cf了．

を産し中西附近の之よりも少しく上位の居より

　　　　TelHm　sp・

其の他小型の化石を多く産する。筒此の居には海騰類を産し，合化石盾の擬皮質砂岩后

中に無数の海階の針を見た。

　以．j二は久保原居に於ける各相の説明である。久保原后の后厚は此の様に相が愛化し，

叉凹凸の多い基盤の上にアバットしてゐるので全膿の盾厚を敢へて言ぶのは無意味であ

るが，最も厚い部分である武並山塊の西麓に於て見れば230米に達する。

　5．：百ケ洞植物化石層

　此の地層Iは久保原盾の上に整合的に重なる地厨で岩村町より西に限り分布してみる。

厚さは最も厚い部分で約60米。武並山塊の南麓に壊積し，東西の走向で南に僅か傾斜す

る。

石ケ洞盾は他の此の上下の地層と異なり，純然たる淡水沼津成層’で豊富な植物化石を
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出す。西部では珪化木を件ひ東部に行くに従ひ次第に亜炭后に饗化して居る。此の盾の

基底は下位の久保原后と接する地域が甚だ狭いが，岩村町北西の露出地で観察した所で

は量下底居は豆粒大の角礫岩で侵蝕面は見あたらない。此の石ケ洞暦の特徴としては上

部に黒雲母・石英を含んだ花開質礫岩を來む事である。之は厚さ50糎内外で直径1糎或

ひは2纏の花i謁岩の風化細礫が集り非常な堅硬な地歴をなし周園の軟弱な砂岩・泥岩か

ら突出し調査の良好な示棲となる。此の材料は武並山塊から由來した事は明かである。

　植物化石は此の上下の暗褐色乃至女色砂質泥岩或ひは凝皮質砂岩に藪盾の薄盾をなし

て存在する。英の内判定し得たものは次の通りである。此の植物群は数の多いのに反し

て種の少い事が特徴である。中でもFag・sが非常に優勢である事は著しい。

　　　　Ulmussp．少
　　　　MetasequoiajaponicaMiki多

　　　　AcerNordenskioldiNath．多

　　　　肋gus　ferruginea　Ait、　　　　　　　彩

　　　　Que1℃us　sp．　　　　　　　　　　　　　　　　　　少

　　　　Sty閉xsp・少
　4．田漂砂礫后

　石ケ洞居と同時代或びは之よりも少しく古いと者へられる堆積物に田澤砂礫層一が有る。

之は馬場山田南方に数箇所小屋域に露出して居る。北に5度から30度傾斜して居て構成

する礫は砂岩，硬砂岩，頁岩，ホル：・フエルス・角岩等の圓礫で石英斑岩・花開砦の礫

を件ひ，之等の材料の大部分は南方の花禺岩上に存在した古生層の残骸である。礫の大

きさは豆粒大から拳犬で比較的琢磨され暦理が見得る。叉礫と礫の間は石英砂で充され

て居り居間には石英質砂の厚さ30糎内外の美しいレンズを幾盾も挾んで居る。此の田澤

砂礫居の上は厚さ1糎か2糧の褐鐵鑛眉Iを経て不整合に牧厨が覆蔽して居る。

　田澤砂礫暦は牧屠堆積駒馴〔姶まって居た南方の古生層汲び花騎岩の俺蜘がもたらし

た細流に依る扇状地の堆積物で此の流入は石ケ洞暦堆積時代から牧周一堆積時代初期まで

繕いて居たもので，共の後攻屠堆積中は一時之が中絶して此の時代が終ると再び流入し

始めた之が後に述べる山．ヒ砂礫盾である。

　5枚貝化石層
　此の地歴は，岩村盆地の南縁一裕に分布し石ケ洞暦の上に不整合をなしてのる。基底

礫岩は圓磨された細礫が凝衣頁岩に包まれる。侵蝕両は明かで凹凸は一般には甚しくな
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い。上下の地居は殆んど平行する。

　主要部の岩質は青白色凝皮質泥岩，暗色浮石質砂岩等よりなり，何れも僅かな貝化石

を含む。又植物の破片が多いが完全なものは稀である。貝化石は前述の各層と比較して

甚しく保存不良で小型のものが多い。

　牧居は一般に水準であるが遠山村馬場山田

及び共の南方では縦横に小規模な網目献の断

盾で断たれ，同時にゆるい波炊の禍曲をして

みる。英の翼の傾斜は最大6度まで度ある。

橘曲軸は大饅北東一南西であり改暦の南縁

は佃れも花開岩の上にアバットして居る。從

って複雑な様相を見せ花開岩の谷間，挾間に

入り込んで居る。

　之より得た植物化石は

　　　　Vibumum　f口rcatume別ume

であって，叉異化石は

　　　　Um㎞nium　sp．

　　　　N船s肌i口s　sp．

　　　　Cardium　sp．

　　　TeHim　sp．

である。筒岩村町堀切では共の他蟹類の

　　　　Sesarma　sp・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哩
を護見し札　　　　　　　　　　■
6．東原向土層　　　　　　　　　題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　睡
　南西部に分布し糟扶の挾い地域に露出す　冊

る。牧居の．．ヒに整合し下より青衣色泥岩，所

謂ガエロメ粘土，木箭粘上，」粗悪な亜炭の薄

鳳が繰返し繰返し累積して居る。．此の累昼は

東部では薄く西に行くに従ひ泥岩盾が厚くな　　十

る。亜炭居は寧ろ流木居と言ふ方が適當で炭十十
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十’ト
化の程度が著しく劣一り，葉．樹幹．樹根等が

曇鯉　旧ト陳鯉

11三鰍

｛　二11・十

　　　　　粋

　　　　　．十十

　　　　　　十㌔

　　　　　　・｝

　　　　　　十。理

　　　　　　；十十1踵

　　　　　洲掌
　　　　　・十中
　　　　　二1　脳

窯1謡十蝶
竈　狛十。
　　　　　‘1■　　　句　十

ヨ　　　　十十
　　　　’十十
　　　　E＋
　　　　三十十
　　　　f・　十
　　　　b。十⑩

　　　．浴十憩
　　　　十　嵩
　　、㌧十。x
　　　＋　　田
　　一十十
　　十十
　　十
　　十
　十
十

十

哩
匙
亀困
恒
｛lll
ト

恕齪
11

若
悟
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認められる。此の上は花開岩質砂の崖錐が覆ふ。東原居は陶器製造用，耐火材用を出す

爲〕二業的に有用である。

　7．山上砂礫層

　各丘陵地の頂及び北側山地の凹地山腹等に不規則に分布する砂礫居が在る。礫は拳犬

の珪質砦が目につき，層間の砂のレンズが少い事が異るが其の他は田澤砂礫居と全く同

様である。分級作用は進ます砂礫は勧雑である。田澤砂礫居とは唯時代が異るだけであ

る。勘ち田澤砂礫居は牧居堆積前に跣にあり，山上盾は其の後に流入して牧居・石ケ洞

盾・久保原后等に不整合關係に在る。嘗ては南部一一襟に分布した事もあるらしく後の時

代に開析せられ僅かに丘陵の頂に冠状に残ったものである。從って厚さは一定しない。

　8。共の他の地層

　〔段丘堆積盾〕

　阿木川両岸には河岸段丘が嚢達し阿木盾・久保原居を覆ってゐる。阿木附近では2段

の段丘が認められる。礫は空として片麻岩状花開岩で之に黒雲母花薗岩・ホルンフェル

ス等が俘ふ。

　〔易状地堆積物〕

南側の山麓一帯に扇状地が襲達する。山上砂礫后として古生暦の砂礫を費満した後に

出來，全て花開質砂で前記の諸眉・を覆ってゐる。

地　　　　　史

　中部阿木后堆積時代に於ける海浸は北方及西方の土岐地方に虞く孚舷孚淡の月吉居を

堆積せしめ之が延びて夕立山花無山石英斑岩山列を蛾越し阿木地方に達した。故に本地

域から眺めると北方から海が入って來たのである。此の後僅かに海退し再び海浸して來

た。久保原盾の時代には更に規模が大きく久保原周一は阿木盾を覆蔽して石英斑岩・花筒

岩にまでも基底を接してみる。

　石ケ洞唐時代になると海退が趣ゆ最初石ク’洞植物群を有する淡水成后を構成したが後

には之も残らぬ削剥期となった。又一方南側では此の時砂礫盾を堆積してみた。此の穣

に前年期の海浸はかなり大きなものであった。後年期の牧盾の時代には3崖目の海浸が

有り南西の瀬戸地方より海が侵入して牧后を堆積せしめた。最後の海退期には一方では

東原盾を堆積しながら南西に退き英の跡に沼澤地を残して打つだ。

　さて東原層時代が終ると地の地域にかなり激しい地殻饗動があり，相動的に北側が隆
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超して北方及西方の第3系と断たれ中央には南北性の断居が出來て後に之が断暦線谷を

誘ひ南部にはゆるい波状榴曲と小断居群を形成した。之は山上砂礫盾の堆積前である。

堆積後には開析が進み一方では河岸段丘が咄來た。最後に南縁…帯が花開岩質砂の扇扶

地に覆はれたものである。

割　　　比

阿木犀より東原居に至るまでの地膚を他に甜比するには元來之等各居共窪地に堆積し

外界一より全く’遮断され，直接地厨の蓮繍から之を追って他の地域に至る事は出來ない。

　1．土岐地方との対比

最も近似し親縁關係にあると思はれ，一且つ從來多くの研究があるがかなり議論の験地

の残って居る土岐地方の第三系に謝しては從來諸學者が種々の眉’序を提示して居るから

先っ之と勘比して見る。洲O〕舳〕

次の第2表は各文厭より筆者が組立てムーつにまとめ上げたもので誤あれば全て筆者

の責任である。

　　　　　　　　　　　　　構　　2　表

松本博士 嵯峨一郎學士 徳永重康博士 愼山致援 伊　　囲

大正11年 大正13年 昭和5年 昭和6年 昭和18年

鮮
中

犬泉厨群？
部

新

■下
岩村厨群？ 東原居

続
部 牧　　居

戸狩層群
上

中 月吉居群

舳。部

’

｝
石ケ洞履

中 戸狩居 戸狩層群
平 戸狩屠 久保原居

所
平牧層群

牧 （月吉厨

部 層 ヲ合ム） 阿木居
一

月吉層群
続

一ド 月吉居

都 平牧盾 牢牧層群

中村居群
中村層群

漸 上
新 中村居群
統 部 中村居 凝炭質頁岩

　先っ共通の名構の内L中村盾群■とL平牧盾■に相當する地居は本地域の内には見あ

たらないから之等は論外であ・る。阿木盾中部のKatelアsia帯に間る
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　　　　Kate－ysia（Nipponomarcia〕mkam口㎜i－Ikebe

　　　　T燗pezium㎞odiolaefomle　Oyama

　　　　Cyclina　sinensis　Gmelin

又SanguinoIaria帯に産す一る

　　　　駒nguinolaria（Soletellim）minoensis（Yokcyama）

　　　　Bati11aria　minoensis　Makiyama（MS）

は何れも月吉盾の代表的化石貝である。從って阿本居の内中部以上は月吉居に相當する

として良いものと思ふ。唯此塵に問題として残されるのは最下部の下部爽炭居で中村眉・

群は爽炭居であるから，之が中村居群の一部底らむかとの舜が一膳超るが，阿木居中部

以上に整合的關係に在る事，同定は出來ぬが分化石を多少含む事，地盾の色彩が中村后

より淡色なる事，阿本居の炭層は僅か敷居の貧弱なもので散在し中村居に比し炭層は薄

く同一のものとは思べぬ事，等の理由により月吉居最下部とするが，或は月吉盾より少

しく古く英の堆積前に跣に阿木地方に堆積したものかもしれない。何分化石が採取出來

なかった爲，1此の謝簑は薄弱である事は否めない。勘ち阿本居は月吉暦と全く同一時代

或は之より少しく古い地后を含んで居る。

　次に久保原后に於ては英の化石は戸狩居のみに襲見出來るものが多いので久保原居を

戸狩后に相當するものなりとする專は問題ない。

　今此の岩村地方のものと土岐地方のものと其の共通種の比を考へると

　　　　阿本居産のn％が戸狩后産のものであり，78形が月吉居産のものである。

　　　　久保原后産の内37．5％が戸狩居産のもので，12．5％が月吉居産である。

但し此の数字は阿木盾の化石が種名まで確認したものは僅か9種である爲阿本居の比率

は完全ではない。

　筒此の上の石ケ洞盾に就いては之と勘比すべき地層’を近隣に求める事が出來ない。又

松本博士の報告されて居る戸狩・月吉爾眉間の不整合は久保原・阿木居間に閲する限り

認められない。

　茨に嵯峨氏の論文は公表され次かった爲，内容に就ては間接の文献より唯推量するの

みであるが戸狩居・月吉盾の時代が何れも新し過ぎ岩村周一群なるものが戸狩居の上に整

合してみるが，此の岩村層群とは阿本居より東原居に亙る岩村第三系全誰であるならば

之は全くの誤であり・1着し牧居以上と解緯しても之は不整合關係に在る爲正しいとは言

べない。更に此の岩村后群（？）に不整合に重なる犬泉層群とは如何なるものか藩像に苦
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しむ。

　こ』に筆者は敢て次の試案を述べたい。勘ち之等東濃地方に分布する地后の内中村周一

群より上に又牧居より下に位する地后を

　　　　。土岐統■

の名で呼ぶ事，及び牧居・東原居を合サて

　　　　L恵那統■

と呼ぶ事である．。勘ち土岐統の下部は月吉盾であり中部は戸狩后，上部は石ケ洞后であ

る。土岐統は大きな意味の一一つの輪廻を成し中新続中部の榎山先生の所謂戸狩期の海浸

に依り生じ中新統上部は湯日期前期の陸武后とたって居る。

　恵那統も亦一つの輪廻を示してみる。

策　　5　表

恵那統
東　原　居

q　　　后
大目期

鮮新世

（上部）……石　ケ　洞　居 湯日期前期

土岐読 （中部）……戸狩厨・久保原厨

i下部）……月吉暦・阿木犀 戸狩期

中新世

中　村　暦　群 漸新世？

　2．　網戸地フ旨との量オー■＝ヒ

　三木茂博士側〕は本地域め南西隣接部より瀬戸地方に至るまで美濃，三河，尾張に亙り

散在する陶土居と植物に就て研究され英のPi㎜s　t冊1ia床を夏季霧多く参暖い地に出

來且つ入江の沼澤地に形成したもので時代は鮮新世初期なりとせられた。博士の論文中

のA貼・屑踏は東原陶土居の蓮積であり時代も疑ふ誰地が無い。勘ち東原眉Iは此の植物

化石床に甜比し得る。

　5　鈴慶地方各地との対比

　鈴鹿峠を園む地域には先輩諸氏が優秀なる幾多の研究を残して屠られる。英の内新第

三系と思はれるものに，池蕩展生學士の鮎河紺1〕鋤，瀧本清學士の→志縦カ，鈴鹿恒茂

學士の阿波統及び關・加太地方の第三系鋤がある。此の内最後に募げたものに就ては池

邊氏が。加太統は鮎河統よりも古く恐らく中村居に対比さるべきもの■と言って屠られ

る。加太統は淡水成のもので鈴鹿學士は6種の淡水貝を記されたが筆者は共の他2，3認

めた。何れにしても多くの淡水貝を産し叉來炭層である。此の炭居では炭化作用が阿木
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盾・中村眉・のものより進み，美しい光澤を持つ。今他の3者に就て圭な化石を第4，5，6

表に表示する。

　　　　　　算4表
櫨

イ

ケ
宮 平 臭 臭

阿　　波　　統　　（鈴鹿學壬） 野 ガ 谷 松
槙
野
宮

暦
タ

暦
厨 屠 暦 厨

丁佃町iten2mat511motoi　M田kiフama 十… …十… ・・ ¥
Tu－ri1olIa皿ipPo皿ioa　Yokoyama 十… ・・¥
Vo皿。rio趾dia　tokun＾g邊i　Yok． 十

C皿1toII11s　izumoe蝸is　Vokoyam乱 十… ・・

C爬pidu1■jimbo畑a　Yokoyama 十

G1ycimeris　ayug田waeI1si百Iko1〕e 十

Luoi皿a　aouti1i皿eata　CoI1md 十… …十・“ “十

Aoi18　mira1〕i1is　A、＆R． 十… …十

Aoiladiv肌io8taHi皿ds 十

策5表
金 古 貝 一一 石 四

一　　志　　読　　（種本學士）
剛 田 石 ケ

峯 池 山 野
橋 尻

層 居 盾 居 屠 暦

T11orite11a　m地11motoi　M■kiy2ma 十

V肋erio肌di＾tok皿皿日g邊i　Yoko仰㎜乱 十

L皿。i皿＾田。口tili皿。田12Co皿r＾d 十… ・十

Teui皿2ni胴回5a　D一㎜ker 十 十

Aoila　di晩ricatg　Hinds 牛… ・十… ・・ ¥

策6表
腐 瀧 州 千 上

111

鮎　　河　　読　　（池邊學士）
戸
谷 西 谷

ノ 女
川 卒 原

層 暦 居 暦 屠 層

Tu町ite1！a㎜at馴mo－oiM乱kiyama 十

Cycli㎜51n㎝sisGmelin 十… …十

GIア。imeris町ug■wae皿si目Ike㎞ 十

Aci12divarioa帖Hinds 十

Sa皿g11ino1πia　mimen5is（Yok・） 斗

　、h【邊tely日ia　皿。ka皿iu1・8i　Ikob8 十… 十… …十

　　　（但し鮎河楓山内相の国別をつけず）

此の鮎河・阿波・一志の3椀を綜合すると4個の化石帯が著しい。此の内2化石帯は

池蓬學士が饒に指摘して居る之等を第7表に比較する。又典の内3化石裕は土岐統に認

めた。故に從來喧傳されたVica・ya瀞の他に
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　　　Turritella　matsumotoi裕

　　　Glycimeris割yugawaensis裕

　　　Sanguinolaria　nlinoensis　帯

　　　Katelysianakammi襟

又之に川へて

　　　VicaryeHa　ishianum帯

の5化石帯は寒暖流の中間型的ち日本型中新統化石動物群の有力な特徴となるのではあ

るまいか。

　　　　　　　　　　　　　　策　　7　表

阿波続 一志統 鮎河統 土岐統 綴喜統
鈴鹿學士 瀬木県主 池漫學士 伊　　囲
2594 2595 2594 2603

田尻厨
奥宮屠 石橋暦 石ケ洞居

臭棋野厨 三ケ野厨

平松屠（G，T〕
山女原暦 久保原暦

（T） …Tuπite1Ia　mat帥motoi帯

宮谷屠 貝石山居 （G，T）
（T）

（GP〕 …Glア。imoris刮y正gawaensis帯

イケガタ厨
（T）

（T）

上ノ卒屠
（S）

（S） …　S田皿guinolari2　mi皿。onsis帯

槙野層（T） 古田池暦
（S，K〕

阿木暦
子延暦 金剛峯暦 千谷暦（K）

（K） （K）

・“ jatelysi田I胞議m11rai帯

川西暦
瀬谷盾（K）

（K）

唐戸川暦

　4．臭山固地方との劃北

京部府綴喜郡の奥山囲地方には多数の貝化石を含む第三系が在る事は吾人の知る塵で

あるが，此所の正確な居序は未だ護表を見ない。しかしながら目下當教室學生中川衷三

　　　　　　　　　　業　　8　表　　　綴　喜　前

3c

3b

3a
2C

2b

Ve皿eric趾dio・Cycli皿9帝

Tumito11■matsumotoi帯

PI－otoro蛇11a　yua皿t呂niGnsis帯

G！yoimeri5帝p

S田口g岨i皿。lari■　mi11oonsis帯

2a

1o

1b
1a

CroPidllh皿aTi＾帯

Katolysia　mk目murai帯（2）

0st爬a　sp・需

Katolア畠ia　mk＾mumi帯（1）
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着が調査中であるから近く此の盾序も明かになると思ふ。第8表は昭和12年頃の池蓬展

生學土の未護表の研究を基礎とし中川君が調査した事を筆者が］部改めたものであって，

次の様に前記4帯の他に更に蟹當な成貝を持つ化石動物群を構成して居る。筆者の観察

した範園では，Vica・yaは蟹見出來なかった。

　此の他下部にVicaryella　n・sp・を含む盾が有るが明かでない。

着　　　　箇

　以上論じ來った塵を綜合すると當地域の第三系は土岐郡の第三系の中部以上勘ち從來

の戸狩・月吉眉Iを主張となし更に愛知縣瀬戸地方に分布する陶土層Iに勘比し得る地層を

重ね，両者の連絡地をなし，中新世中期には比較的静穏な島の多い内海に堆積し，土岐

地方と僅か異った動植物群を持ち，鮮新世初期には西南よりする古伊勢海とも横すべき

海の侵入を受け，瀬戸地方に綾く地盾を堆積し其の後に一崖地殻蟹動が有った他さほ

ど大なる擾剣を受けず現在に至ったものである。

　搦筆するにあたり終始御指導下さつた横山・松下雨先生及び多くの御助言を賜はった

方々に封し謹んで謝意を表するものである。　　　　　　　　　　　　　以　上
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